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森
田
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刷

「
神

猿

の

図
」

山
口
玲
熙
画
伯
の
若
き
頃

か
ね
て
信
仰
す
る
当
社
に

奉
納
さ
れ
た
神
猿
の
図
で

あ
る
。大

正
二
年
二
月
八
日

初
庚
申
の
節
奉
納

授
与
品

「
青

面

金

剛

図
」

松
尾
村
庚
申
講
中

盗
難
除
け
左
な
わ

左
綯
い
の
縄
で
玄
関
や
勝
手
口
、

戸
窓
、
金
庫
等
に
吊
る
し
守
護
を
祈
る
。

布
神
猿

手
芸
の
上
達
を
願
い
奉
納
さ
れ
る
。

腰
や
財
布
に
つ
け
て
除
難
招
福
を
祈
る
。

祈
願
絵
馬

祈
願
の
趣
旨
を
書
き
願
を
か
け
る
。

火
の
用
心
御
札

秋
葉
明
神
の
御
神
徳
に
て

家
内
安
全
、
火
の
用
心
。

家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
お
札
、
交
通
安
全
の
御
守
、

開
運
厄
除
・
方
除
け
の
清
め
砂
等
授
与

盗
難
除
け
左
な
わ

左
綯
い
の
縄
で
玄
関
や
勝
手
口
、

戸
窓
、
金
庫
等
に
吊
る
し
守
護
を
祈
る
。

布
神
猿

手
芸
の
上
達
を
願
い
奉
納
さ
れ
る
。

腰
や
財
布
に
つ
け
て
除
難
招
福
を
祈
る
。

祈
願
絵
馬

祈
願
の
趣
旨
を
書
き
願
を
か
け
る
。

火
の
用
心
御
札

秋
葉
明
神
の
御
神
徳
に
て

家
内
安
全
、
火
の
用
心
。

家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
お
札
、
交
通
安
全
の
御
守
、

開
運
厄
除
・
方
除
け
の
清
め
砂
等
授
与

●
初
庚
申
で
は
病
気
封
じ
こ
ん
に
ゃ
く
祈
祷

 

氏
名
年
令
を
書
き
御
祈
祷
を
受
け
て
持
ち
帰
り

 

神
棚
に
祀
り
願
を
か
け
る
。

京
・
三
庚
申

由
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略
記

猿
田
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神
社

猿
田
彦
神
社

洛
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山
ノ
内

N

三条通

猿田彦神社

御池通

京福電鉄嵐山本線

京都学園大学
右京区総合庁舎

天
神
川
通

葛
野
大
路
通

地下鉄東西線

太秦天神川



「
庚
申
青
面
金
剛
御
姿
図
」

当
村
永
代
講
中

「
青

面

金

剛

図
」

雲
ヶ
畑
庚
申
講
中

中
ノ
町
　
納

◆
庚
申
御
軸

　
当
社
は
山
ノ
内
庚
申
と
言
い
、
京
洛
三
庚
申
の
一
社
に
数
え
ら
れ
、
洛
西
の
旧
社
と
し
て
著
名
な
お
社
で
あ
る
。

　
猿
田
彦
大
神
は
も
の
ご
と
の
最
初
に
御
出
現
に
な
り
万
事
最
も
善
い
方
へ
「
お
み
ち
び
き
」
に
な
る
大
神
で
古
事
記
、

日
本
書
紀
で
も
「
国
初
の
み
ぎ
り
天
孫
を
こ
の
国
土
に
御
啓
行
に
な
ら
れ
た
」
と
伝
え
ら
れ
、
人
生
の
道
案
内
の
神
、

道
ひ
ら
き
の
神
と
崇
め
ら
れ
、
諸
芸
上
達
、
交
通
安
全
、
開
運
除
災
、
除
病
招
福
の
御
神
徳
を
以
っ
て
世
に
し
ら
れ
て

い
る
。
見
ざ
る
言
わ
ざ
る
聞
か
ざ
る
の
三
神
猿
は
、
世
の
諸
悪
を
排
除
し
て
開
運
招
福
を
も
た
ら
す
べ
き
崇
高
な
る
御

神
教
を
示
す
の
も
で
あ
る
。

　
庚
申
祭
り
は
、
平
安
時
代
よ
り
十
干
十
二
支
の
庚
申
の
日
に
祀
り
、
江
戸
時
代
に
至
り
庚
申
待
、
庚
申
講
と
言
い
村

人
が
集
ま
り
猿
田
彦
大
神
、
青
面
金
剛
の
お
軸
を
掛
け
七
種
の
供
物
を
捧
げ
夜
を
明
か
し
て
万
福
招
来
を
祈
願
し
た
の

で
あ
る
。
現
在
も
当
社
で
は
六
十
日
に
一
度
の
庚
申
日
に
お
祭
り
を
し
て
い
る
。
新
年
初
め
の
初
庚
申
日
に
は
、
近
郷

近
在
よ
り
除
福
招
来
を
祈
り
参
詣
す
る
信
者
は
あ
と
を
た
た
な
い
。

　
御
社
殿
は
も
と
安
井
村
松
本
領
に
あ
っ
て
、
境
内
に
は
山
伏
修
験
者
の
行
場
が
あ
り
、

愛
宕
詣
り
を
す
る
人
々
は
滝
に
打
た
れ
身
を
清
め
て
参
詣
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
十
八

年
に
現
在
の
地
に
移
築
さ
れ
た
が
、
今
も
行
場
の
名
残
を
と
ど
め
る
大
小
無
数
の
石
が
境

内
北
側
に
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
火
伏
せ
の
神
、
秋
葉
明
神
や
稲
荷
大
神
、
大
国
主
命
が

境
内
神
と
し
て
祀
ら
れ
、
南
側
に
は
不
動
明
王
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
五
年
は
六

十
年
ご
と
に
迎
え
る
庚
申
の
年
に
あ
た
り
御
神
殿
修
復
中
に
礎
石
に
し
よ
う
さ
れ
て
い
た

道
標
に
刻
ま
れ
た
「
あ
た
ご
へ
二
里
半
」
の
文
字
に
往
時
を
偲
ぶ
事
が
出
来
る
。

御
神
徳
由
緒

御
神
徳
由
緒

◆
境
内
神

◆
御
祭
神
　
猿
田
彦
大
神

御

神

號

伊
勢
市
猿
田
彦
神
社
　
　
宇
治
土
公
定
津
氏
　
筆
　
　
天
保
十
二
年
六
月
吉
日

大 

国 

主 

社

御
祭
神
：
大
国
主
命

秋 
葉 
社

御
祭
神
：
火
伏
の
神
秋
葉
明
神

稲 

荷 

社

御
祭
神
：
稲
荷
大
神


